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９
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９
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。
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草
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２
３
０
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み
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。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「クリーン美里」町内一斉清掃を実施

有効に活用させていただきます！
－美里経済会から寄付をいただきました－

　10月５日、美里経済会から学校支援のため
にと、寄付をいただきました。美里町役場で
黒澤会長から原田町長に手渡されました。
　いただいた寄付金は、
東児玉小学校のために、
有効に活用させていただ
きます。
　誠に、ありがとうござ
いました。

広木チームが優勝！！
美里町ソフトボール秋季大会

　９月11・12日、遺跡の森総合グラウンドにて、美里
町ソフトボール連盟の秋季ソフトボール大会が開催さ
れました。
　スポーツの秋を迎え、スポーツマンシップあふれる選
手たちにより、手に汗握る戦いが繰り広げられました。
　12日の決勝戦は、広木チームと南阿那志チームによ
る白熱した攻防戦の末、見事広木チームが優勝の栄冠を
手に入れました。

優　勝：広木チーム
準優勝：南阿那志チーム

■実施期間　11月９日㈮～15日㈭（７日間）

■重点目標	
①住宅防火対策の推進
②乾燥時および強風時火災発生防止対策の推進
③放火火災防止対策の推進
④特定防火対象物などにおける防火安全対策の徹底
⑤製品火災の発生防止に向けた取組の推進
⑥多数のかたが集合する催しに対する火災予防指
導などの徹底

★住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。

②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する。
④お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

■住宅用火災警報器を設置しましたか？
　火災から大切な生命と財産を守るため、住宅用
火災警報器を設置しましょう。設置が必要となる
のは寝室です。また、寝室が２階などにある場合
は階段にも取り付けなければなりません。
　児玉郡市広域消防本部管内（本庄市・美里町・
神川町・上里町）の設置率は、５年連続埼玉県下
ワースト１です。
　住宅用火災警報器の設置がお済みでないかたは
早急に設置を、既に設置されている方は定期的な
点検の実施をお願いします。
　住宅用火災警報器はホームセンターや家電取扱
店、防災設備の取扱店などで購入できます。
　詳しくは消防本部またはお近くの消防署へお問
い合わせください。

児玉郡市広域消防本部　予防課　☎24-8392（本庄市西富田904番地３）

秋季全国火災予防運動を実施します

『忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認』　防火標語(平成30年度全国統一防火標語)

（出典：わたしたちの手話（４）
／（一財）全日本ろうあ連盟発行）
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～薬～

左手掌を右手薬指で
こすりまわす


